
システム障害時の対応
（栄養部門の取組）

大阪急性期・総合医療センター

栄養管理室
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安全・安心の食事提供と共に、治療の一環として疾患に応じた
栄養管理・栄養食事指導を行なっている。

１．入院患者の食事提供

２．入院患者の栄養管理

３．入院・外来患者の栄養食事指導

４．チーム医療

治療

サービス

栄養管理室の業務
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当センターの食事提供体制

病院給食の経過

1987年～ 2009年～ 2018年～

直営・委託 直営 委託
委託

（院外調理）

方法 クックサーブ クックサーブ ニュークックチル

配膳方法 保温トレイ 温冷配膳車 再加熱カート

備考

1987年9月から
保温トレイを導
入し、適時適温
を実施

2009年4月から温冷
配膳車を導入
前年度より、部分委
託にて業務を引き継
ぐ

2014年9月5日に病院給食ワーキンググ
ループを設立し検討
2016年5月10日に給食業務事業者選定委
員会にて業者を決定（各部門の調整）
2018年4月より仮設カート室にて運用開始
2020年1月より本カート室にて運用開始
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• 材料を下処理し、加熱調理したあと0～3℃まで急速に冷却し
てから盛り付けし、チルド保管を行い、食べる前に再び温めな
おす調理法

院外調理（ニュークックチル）
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◇糖尿病食の一例◇ ◇嚥下食の一例◇

献立（例）
◇常食の一例◇ ◇産食の一例◇
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システム障害時の対応
（栄養部門の取組）
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ＢＣＰ対策本部会議の開催状況

回数 開催日 主な決定事項等

1回目 10月31日

・災害時の紙カルテ運用の実施とともに、直近１週間の方針を決定
⇒手術は緊急のみ ⇒外来は緊急のみ
⇒救急や時間外はやむを得ない理由がある場合以外は停止
⇒新規入院は延期 ⇒入院中の患者の診療は継続

2回目 11月1日

・外来開始方針、外来化学療法再開
・診療記録文書統合管理システム（DACS）の活用を開始
（優先順位；①手術、②転院）
・各検査、処方、カルテなどの個人情報の取扱いを確認

3回目 11月2日
・11/4からの予定手術の一部再開を決定
・紙カルテ運用における安全な診療継続を確認
・図書室を閲覧スペースとしてDACS参照センター（10台）の設置を決定

4回目 11月4日
・院内での情報共有方法を確認
・検査、手術など可能件数を確認

5回目 11月7日
・対策本部の組織や指示命令系統などを再構成
・11/8からDACS参照センターの運用を開始

6回目 11月8日 ・11/10から三次救急の一部受け入れ再開

7回目 11月9日
・11/10からバックアップデータを利用した参照系端末の運用開始（20台）
・DACS参照センターの端末の拡充を決定（最大20台）

8回目 11月10日 ・11/14から内視鏡再開

9回目 11月11日 ・11/11から術前麻酔外来を再開

10回目 11月14日
・12月第三週での基幹システム稼働を想定し、端末の順次配置方法を確認
・11/17から救急外来（ER）を再開

以後、週1～2回ペースで開催し、12/28の19回目会議開催にて終了
BCP対策本部会議での決定事項は、別システム掲示板や一斉メール配信で周知

事業継続体制
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10/31紙運用
食事変更伝票

11/10紙運用
食事情報シート（病棟別）運用、食種限定

12/23電子カルテ運用
食種限定

1/11完全復旧12/22給食部門システムの再開

システム障害時の食事対応（栄養部門）

12/22病棟電子カルテ運用再開10/31システム障害
発生
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10/31紙運用
食事変更伝票

11/10紙運用
食事情報シート（病棟別）運用、食種限定

12/23電子カルテ運用
食種限定

1/11完全復旧12/22給食部門システムの再開

システム障害時の食事対応（栄養部門）

12/22病棟電子カルテ運用再開10/31システム障害
発生

11/10紙運用
食事情報シート（病棟別）運用、食種限定
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提供済み

定時提供

遅延提供

システム障害発生当日

10

食事変更伝票2022/10/31

• 9：00 病院栄養士が食事変更伝票用紙を

病棟に配布し、紙運用に切り替える

• 入院（検査・手術中止）予備食が不足

• 夕食は提供可能だが遅れる（予備食にプラスα）

• 送信済みの昼食の配膳表を病棟に配布

• 夕食は送信済みの昼食の配膳表を基に提供

（変更は食事変更伝票で対応）

• 朝の主食は10/31の朝食の主食と同様

• 夕食 遅延 手書きの食札で対応

• 20：00病棟配膳 21：00下膳

朝食

昼食

夕食



定時提供

遅延提供

定時提供

システム障害発生翌日以降
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食 札

2022/11/1

• 7：45朝食：通常配膳（4時45分到着）

• 食事過不足 同一患者に2食ある等

⇒病院側の栄養士が食数管理する

• 食事の配膳が遅くなっている。

• 伝票の記載漏れが多い。

• 13：00配膳、14：00下膳

（遅延のため、食事内容確認なし）

10/31夕食：手書き対応
（患者氏名あり）

11/1朝食：献立貼り付け
（患者氏名あり）

朝食

昼食

夕食

栄養管理委員会で紙運用について再検討



食事情報シート

• 食種を限定して提供する。

• 病棟毎に食事情報シートを作成する。

原本は病棟管理、栄養管理室にコピー3部を用意する。

• 回収時間に栄養管理室スタッフが病棟へ回収する。

回収時間：前日16時⇒翌日昼食～翌々日の朝食まで使用

• 食事情報シートは、病棟及び栄養管理室で必ずチェックする。
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10/31紙運用
食事変更伝票

11/10紙運用
食事情報シート（病棟別）運用、食種限定

12/23電子カルテ運用
食種限定

1/11完全復旧12/22給食部門システムの再開

システム障害時の食事対応（栄養部門）

12/22病棟電子カルテ運用再開10/31システム障害
発生
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食種
主食
(g/日)

エネルギー
（kcal/日）

たんぱく質
（g/日）

塩分
（g/日）

常食 米飯200 1850 65 7.5

軟菜食 全粥330 1500 60 7.0

ブレンダー食
(ペーストとろみ)

全粥ペーストとろみ
330

1500 60 7.0

E-D 米飯200 1750 70 6.0

幼児1～3才 米飯100 1100 35 4.0

離乳食C 全粥165 500 15 1.0

※主食は選べません。

※朝食に飲み物はつきません。

食種の栄養量一覧（2022.11.28昼～）

14



2022年度 食数

データ元：医事統計
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食事療養費Ⅰ（６４０円） 食事療養費Ⅰ（流動食のみ）（５７５円）

システム障害
10月31日発生

（食）
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入院中の栄養管理
栄養スクリーニングシート 栄養管理計画書
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入院・外来の栄養食事指導

入院患者：
病棟からの電話にて対応

外来患者：
栄養相談室に管理栄養士
が待機して対応
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入院・外来の栄養食事指導

栄養指導媒体

栄養指導記録用紙
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2022年度 栄養食事指導件数
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外来栄養食事指導（初回） 外来栄養食事指導（２回目以降）

入院栄養食事指導（初回） 入院栄養食事指導（２回目以降）

システム障害
10月31日発生

データ元：医事統計

（件）
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1.日付：11/10
2.実施項目：病院食 食事情報シートの運用
3.結果：電子カルテが使用出来ない状況下で、患者の食種を限定
（常食、軟菜食、ブレンダー食等）
し食事提供を行った
課題/反省：食種を限定したため、治療食の対応ができなかった。
今後に向けて：システムダウンが長期になる場合

「食事変更伝票」から「食事情報シート」に切り替える。

・やってよかったこと

大規模システム障害における事業継続対策本部報告会（2023/2/17）

栄養管理委員会
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大規模システム障害における事業継続対策本部報告会（2023/2/17）

栄養管理委員会

1.日付：1/11
2.実施項目：病院食 全食種への対応
3.結果：病棟電子カルテが12/22に運用再開
病棟の食事オーダ入力調整や年末年始の食材発注の
影響により開始が遅れた。
課題/反省：1日でも早く、システム障害前の食種に戻したかった。

・これでよかったのか確認したいこと
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システム障害BCPの作成（栄養部門）
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振り返り

• 大規模システム障害により、栄養部門では入院患者の食事提供
をはじめ、入院患者の栄養管理、外来・入院患者の栄養食事指
導、チーム医療等の診療業務に多大な影響を与えた。

• 期間中、食種・食形態の制限はあったが、食事を止めることな
く提供した。

• 安全性を協議の上、OneDriveによる食事情報送信を実施。

• 外部接続の管理やセキュリティ機能強化が重要。
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